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霧島山夏の天牛類0〔採集報告〕

成　見　和　総・柿下町　鉦　敏

1960年夏の霧島山天牛科（顛）37種について報告しますb

これは．鹿大生研のメンバーとして参加した霧島山採集キャンプ（7月18日－15日）・高千

穂峰（7月3日）の採集品を中心としたものですふ

なか．同行者であり．多くの資料を提供して下きった田中渾亀岡達し′てくだ軍った竹村芳夫氏

ほか鹿児島昆虫同好会の方々には．改めて．i隠上にて深謝します。

こ＿些却埠軽重隻、
1．マルクビヒラタカミキリ　Asemun a皿urenSe Kra．at芸

大浪池1‰り）帥章

2．クロカミキリ　Spondylis＿bupresもoiaes Linn6

飯島‰1）K・N・湯誠‰（1）－高千穂峰施1）田中
5．ムナコプハナカミキリ　Ⅹenophyrama purpureum Bates

大浪池‰1）K・K
4．チャイロヒメハナカミキリ　Pldonla．deb土1土s Kraatz

高欄峰‰（1）帥
5．　ヨスジバナカミキリ Leptura Och工也CeO蝕SC土ata・Motsch山sky

湯誠‰（3）K・N・（3旧凧東野温泉‰（3）K・K・大浪池1塩2JK・N・高千酎原‰・
（ユ）田中

る．オオヨスジバナカミキリ　Leptura rega11s Bates

大浪七郎辺‰（1）田中・（1｝K・K・轡温泉‰（1滴千穂河原‰（1甲
エ　フクスジバナカミキリ　heptura．Ⅴ土C孔r土a Bates

湯謝‰（1）K・N・轡温泉一大浪池％（畑中・（1）Kノ・K
8．ルリポッカミキリ　Rosall孔　bateS土　Harold

林田温泉鵠（1）K・K（本臨未記録種）
鼠　ミドリカミキリ　L80ntlum vlrlde Thomson

大泊池‰（1）K・N
lO、トビイPカミキリ　AllotraeuS Sphaerlonlnus B孔teS

高千穂峰毎h韓国岳鵠（1元・N
ll、ヨツポッカミキリ　Stenygrinum quadrinotatum Bates

高千穂峰‰（融LN
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12．7メイロカミキリ　Stenodryas clavigera Bates

高千穂峰‰（1一画

13、ウスイロトラカミキリ　Ⅹylc）treChus cune土penn土S KraatZ

高千穂峰‰（3JK・N・‰壷中・粟野岳録‰（此Kt大浪地先（2此・N・海老野

‰（1）K・N・（1）甲中
14．クケトラカミキリ　Ghlorophorus annularis Fabricius

粟野料永谷‰（1）K・K
15．エグリトラカミキリ　ChlorophorusコapOn⊥cus Chevr（11a，t

二．…丁：：・：：ノ鮎二：‥；二
粟野温泉～カシワ林‰（1）K・K・高千穂峰完（1）田中・大浪池％

16、キスジトラカミキリ　Cyrtoclytus caproides Bates

高千穂峰‰（1）K・N
17、ジヤコウホソハナカミキリ　Strangal土a dulcIs Ba．tes

大漁池七合目辺‰HK・N

18．セタカコプヤハズカミキリ　PareChthlsta．tus grOSSuS Baもes

大浪池‰（1－・韓国歯先（1）K・N
19．ヒメヒゲナガカミキリ　Monocha皿はS，Subf、asc土atus Ba．tes

高千穂峰‰く2JK・N・‰…・‰（1）田中・大浪七郎一癖野攣施1）K・K
2O．ピロウドカミキリ　Cypriola fYaudator Bates

東野温泉‰tl）K・K

21．イクヤカミキリ　MC∋Cynippus pubicornis Bates

高相峰‰（1）田中
22．ゴマダラカミキリ　Anoplophora maユas土aca Thomson

高千脚原‰（1）田中、ノ

23．キリシマゴマフカミキリ　Mesosa Klr⊥shlTna BateS

24．ナガママフカミキリ　Mesosalonglpenn土S BateS

高千穂峰‰（1－田中

25、七ミスジカミキリ　Rhodop⊥nalewIs土　BateS

高千穂峰‰mK・N

26、ナガジロサビカミキリ　Pterdlophユ・孔コugOS争BateS

高千穂峰‰＝K・N

27．ゴマダラモモプトカミキリ　Le⊥opus sも111atuS Ba．tes

高益峰‰（2JK・N
28．トゲバカミキリ　Eryssa．mena saperdina Bates

高千穂峰‰（1）田中
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29、カスガキモンカミキリ　Menes土a Ka・SugenS土s Selk土Kob孔ya・Sh上

郷かカ”林‰川K・K・高千彿‰1個中
30t　バンノキカミキリ　Cagosima sanguinolenta Thomson・SSP・

kinusiensis－OhbayaShi

高千穂河針高千穂峰‰（2JK・N

31．シラホツカミキリ林田温承一海老野‰（1）K・N・（1－田中・（1）K・K

32．ヒメキクスイカミキリ　Glene〉a S⊥mulans Ba．tes

高千稽峰‰（1）K・N・林田温泉～大浪池％（1）K・k・大馳需（1）K・N
33．ホソリンゴカミキリ　Oberea n土gr土Ventrls BaleS

鵜野‰（1個伸
34、ニセリンゴカミキリ　Oberea．m土Ⅹta．Ba．tes

高千穂峰粕2JK・N・大浪池‰（聖・韓歯偏‰（1）K・N
35．リンゴカミキリ　ObereaコapC）nlCa．Thunberg

高千穂峰‰（1－K・N・高千穂河原‰（1）印

36、へリグロリンゴカミキリ　Nupserha marglnella．BateS

高千嘩峰％（1畢
37．ルリカミキリ　Chreonoma fbrtuneiコaPOnica Gahan

卵温泉‰1－K・N

壷　参　考．音
・原色日本昆虫図鑑（増補改訂版．上）

亜天牛科以夕物甲虫類・トンボ類等も採集してあるがt又の機会に森りまも

（19dO．刃．28　　記）

成　見　和　総

櫛下町　鉦　敏

．it

教育学部一年

農学部二年
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鹿児島市のコムラサキの周年経過

田　中　　　　洋

コムラサキApa．tura．11土a Substltuta Butler，1873　の発生回数は年2回

が普通で、5回めの発生がみられることがある．．というように考えられている。

1957年から鹿児島市で発生のようすをみているよ．ここでは年3回の発生は普通の経過で

4回めの羽化も瞳るらしいと考えられるのでここに報告する。

これは卵から羽化までの継続した飼育もできなかったし　飼育も野外観察も十分とはいえない

が、コムラサキについてのほかの問題をしらべていくためにもいま壕での資料をまとやてかくこ

とが必要だと思う。

はじめ弟（章）との共同研究としていたが．のちは櫛下町鉦敏君の御協力によるものがあるこ

とを記しておきたい。

工11958年の野外観察の記録（成虫）

亜　鹿児島市内（おもに薬師町）で観察したもので、（）の中は目撃頭数．「または

r．m⊥kun土．デ．subustltuta　はそれぞれr．m r．S　と略記する。

0V．13．r・S．1♀；Ⅴ・17．f、．S．（l）；V．27．r・m．（1）；Ⅴ・

29，r．S．13；V．50．r．S．（2～3）；Ⅴ・31．r・S（り

0Ⅶ・9．r・S，（l）；Ⅶ18・f・S′・（2）；Ⅶ12r r・S・（l）；r・m・（り；

Ⅶ・13・r・S，（1）；Ⅶ・14・r・m．（1「．r・S・（2）約8；Ⅶ・15・

デ．S．（4）．r・m．（2）；Ⅶ・17，r・S．（け．r・m．（l）；Ⅶ・18・

r・S．（3）t f’・m．（l）；Ⅶ・19．r・S，（1）；Ⅶ・21－23．r・m・

（l♀？）；Ⅶ・25．r．S．（l）；Ⅶ．25．r．m．1♀．r．8，18；Ⅶ．2d

r．S，23；Ⅶ・27，f・S．18；Ⅶ・28・r・m，1♀・r・S．（1♀？）；

Ⅶ・29，r・S．（1♀、？）Ⅶ・51．r・S，1♀．r m．（l♀？）；Ⅶ・2・

r・m．18、r・S，18；Ⅶ・25，r・皿，18；Ⅶ・26．r・S．13；Ⅷ・27

で・S．1谷．r・m，la；Ⅸ．5．r・S．（t♀）；Ⅸ．7．で・S．（1♀？）；Ⅸ

9．r・碧．13＆（3）．r・m．28；Ⅸ・10．デ．S（1♀？）；Ⅸ・ll，r・S

l S；Ⅸ・12．f・m．（り；Ⅸ．15．r．S．（り；Ⅸ．14，で・S，18；Ⅸ

17．r・S．1♀；Ⅸ・19．r．m．18；Ⅸ・2t，r・m．】容；Ⅸ・24．r・S

l♀；Ⅸ・28，r・m．（1♀？）；Ⅸ．50、：F．Ⅷh（l）；Ⅹ・8，r・S．18；

Ⅹ・18．r・S，（1♀＆＝；X．15－r・m、（l♀）．r・S・（18＆2）；Ⅹ

14．デ．S，（5）；X．21．デ．m．（1）；Ⅹ∴25．f∴」n．（13）；Ⅹ・24

r・S．（2）．r・m．（1）；X．28－r・m．1♀；氾・9．で・S．1♀…・…‥

…‥〔氾・13に死亡）。
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この記銀はわ挺したちの日にふれたものだけで．一年間の成由のみられる時期を具体的に示

したものである。もちろんこれだけで発生回数がわかるものではなレヽ　この1958年の記録

によるとデ．mlkun土とf・Substltutaとの割合はr・m：r・S已＝l：2である。

…‥後述。

Ⅱl鹿児島市での周年経過

野外での観察と飼育による一年間の発生のようすはつぎのように考えられる。

A．才一化

幼虫で越冬したのち成虫がでるのは野外では5月になってからでlつぎのようを初見日の記

録がある；1958・Ⅴ・13（r・S．1♀）；1959．V．15（f．S．1♀）．

1950．Ⅴ．12（デ，S．1頭目瑳）。

なおl櫛下町君が1960・Ⅴ・8　姶良郡牧園町安楽で採集されたr・S、l♀はもっと
°．

もはやい記銀であろう。この♀がうんだ卵はふ化しなかったようである。櫛下町君の飼育では

もっともはやいもので1958．Ⅳ．22羽化という記録もあるがも　野外では5月になるのだ

ろう。

才一化の終見目の記触；1958・Ⅴ・31（r・S・l頭）．1959．Ⅶ・3（r．

m．18）．19dロ・Ⅵ．5（r・S．1♀），である。そのど6月には観察も十分といえ

ないかもしれないが．まったくみたことがない。オー化は5月上一中旬から羽化して、5月上

旬までみられることは確実である。

B．オニ化とオ三化

オー化♀の産卵による幼虫などは祷たことがはとんどなく∫成虫の出現だけで推定する。

●（1960．Ⅵ・2d Sal⊥X Spi　で4令への脱皮のため静止中の幼虫I頭をみつけた

ことがある。）

牙二化の初見日の記録日958・Ⅶ・9（f・S．】頭）．1959・Ⅶ・2（塾不明

l頭）．1960．Ⅵ．30（デ．8．1谷1♀交尾，r・m．13）

このあと．成虫は7月中旬以後はよくみられるようになるが．d月中下旬のようすはもつと

くわしくLかべる必要があろう。そのどの経過は連続的に成虫がみられるので飼育による観察

を併用しなければわからない。そこでこの時親てはとくに幼虫さかしを中心にして－つきのよ

うに推定している。

〔1960年）

0Ⅵ．5ロ（鴨池町）の交尾中のr．Sはオー化のあそいものとは考えられず、生育のはやか

った牙二化の成虫と考える。この♀匿飼育カがで轟卵させ（アミに産卵）・飼育を試みたが
●●

ふ化した幼虫が餌につかず失敗し7㌔　♀はⅦ・8までに轟卵して死亡ふ

0Ⅶ．21Saユ⊥X Sp．卵のからとl令幼虫l屯

0Ⅶ．4　Saユ⊥X Sp．黒化した卵lこ。ふ在しなかった。

〇　．－



0Ⅶ．15　以ふ⊥A Sp．纏令幼虫2垢

→Ⅶ・18疇化－・与Ⅶ・25羽化（f．S．18l♀）

0Ⅶ．ld Saユ1X Sp．5令幼虫l喝，

〔1958〕

0Ⅶ・25　Sa1土X Sp．中令幼虫2匹。

▼一二一一一一；旨Ⅶ．26．Ⅶ．30．Ⅶ・3

8・l a）；Ⅷ・25．Ⅷ・31、Ⅷ・

3回脱皮一一Ⅷ．9疇化　一一Ⅷ・15羽化（r．

4　5回脱皮→Ⅷ．9疇化→夕も

0Ⅶ・29　Sal⊥X Sp・幼虫5世も一一一→Ⅶ．10塙化　一一Ⅶ・17羽化（r・S．1

8）；そのほかはⅦ・9噴囁化しようとしたが不完全。

これらの記銀はオニ化の♀が7月上．中旬に産卵し、成長したものが8月中．下旬にオ三化

として羽化することを示すも1のであろう。しかし生育のおそい牙二化がどんな経過をたどるも

のか、そのまま休眠越冬に入るものがあるかどうかt　など問題がある。8月中下旬以後．9・－

10月にみられる成虫はオ三化の成虫と考えているが．あるいは牙二化のあそいものヤ寿命が

ながく．この頃まで生きつづけているということがあるものだろうか？

C．オ三化のあと（l）

0前述のように8月中旬以後に羽化するオ三化が産卵するのは9月中旬よ少みられる。

1959．Ⅸ．12（r．m．1♀）Saユ⊥Ⅹ　Sp．に麹私

Ⅸ．9　（デ．S．1♀）を廃のSallx sp．にカゴをかぷせて入れてお当ハ

たらⅨ・12までにId卵うんでいた。

Ⅸ．27（r．S．

X．10（デ．m．

♀）Saユ⊥X Sp．に産卵。

♀）Sa11X Sp・に産卵。

1960・Ⅸ・14（r・S．1♀）Popula．sp・に薗‰

X．ld（r・S．1♀）Sal土ⅩSp．　に産卵。

0これらのうち1959年の観察ではⅨ・9の卵は室内飼育によりl X・11終令1屯　4

令1匹．5令1匹となったが．のち野外に出してそのままにしておいたらSallx sp．を

食べつくして逃亡Lも

0Ⅸ・27の卵はⅩ・112令幼虫（2頭）の官まであったが、Ⅹ「・21にはすでに3令幼虫

となつでいた。刃・28にはかつ色になったものが線の葉の上や杖の上にみられた。双．9

にみると．一回静止した場所を移動しているものもいる。すべてかつ色化してか少．ヤナギ

類は葉が一部枯れたり新芽が出ているものもある。溜・18初謂　ヤナギ類の葉はちぢれて

いる。刃・上～中旬よ少休眠に入るものであろう0

019．58年には刃・21の幼虫（5令）は頂．26頃よカ色がかわわはじめた。このころは

わずかではあるがまだたべつづけてい7㌔

－　6　－



湖．26．27，28などに静止の位置を移動しているのをみた。そのほか街路樹として植

えられているSal土Ⅹ類では越冬中の幼虫がよくみつかる。

1959・Ⅱ・25　休眠からさめて歩きはじめも

そのど甘．占．Ⅲ・28などに脱皮したものはⅣ・14輌化しt　Ⅳ・28羽化Cr．S．1

8）した。1959．Ⅱ．2l Sal土Ⅹ　Sp．よ少採集した幼虫はⅣ・28塙化してⅤ

15羽化（デ．S．13）した。これらはl例ずつしか成功していないが、同時に教頭ずつ

飼育したのでふつうの経過を示すものと思う。

01950．H．20　庭のSallx sp．に3令幼虫が教頭みられ．25日にはかつ色にな

っていた。刃い　27　庭のヤナギを切ってみたがわずか1匹・地上21n付近の幹よりみつけ

ただけであった。越冬場所をどのようにして選ぶかも考えてしらべなければならをレゝ　だろ

う。

以上のことから牙三化の成虫は9月中旬～10月中旬に産卵し．9月下旬以後に産卵され

たものは11月に3令となり．11月下旬にかつ色となって越冬場所に静止することがわか

った。いったん静止した場所をかえることも野外でみられる。これらは年を越し、2月下旬

Saユ⊥Ⅹ類が芽を出す頃幼虫も動き出しかつ色の幼虫が若葉の上にみられるrうになる。

体色はまもなく線色にかわるが．休眠からさめる時期や緑色化する時期などのくわしいデー

タは夜いも．これらが生長して5月中旬以後の才一化になるのである。

D、オ三化のあと（2）

01958．Ⅸ，30・平之町　Saユ土X Sp・より終令幼虫1匹．→X，5疇イヒ・X．14

羽化（r．S．13）

01959・Ⅸ．14　平之町　Sal⊥X Sp．より蝿のぬけがらと塙lこ→Ⅸ．20羽化

（r．S．1谷）

これらの記録と野外での成虫をみていると9月下旬～18月中旬頃にも新鮮をものがみら

れ11月上旬まで成虫はいるので．これらをオ四化と考えてみた。しかし．牙三化の生育の

かくれたものとも考えられるし　資料もすくをいので断言はでき夜レヽ

牙四化が9月下旬－10月＿上中旬に出るとしてもすくないものだろうし．牙三化のはやい

ものが8月中旬から羽化し産卵するものと考えなければならない。そのような記録がないし

幼虫の成育日数も’たしかめていないので推定してみるだけである。

1959年の10月以後の記録を示すとつぎのようである。（目撃記銀）

X．上旬　（すくない）

X．6　　－　で．S，（＋）

X．7　　　r・m，（13．新鮮）

X．l O f’・m．（1♀，中破）産卵

3Ⅹ・11　　r・m．（28．中破）

X．12　　f∴m，（1♀，中破）産卵

－　／　－



Ⅹ．14

●Ⅹ．15

X．’l d

X．17

●：X．18

Ⅹ．19

X．25

1●X．24

・●X．25

デ．m．〔18．新鮮），：F．S．（†♀．小破）

r．S．（1♀，小破）

r．S，（l♀．小破），デ．m．（lS．新鮮）

r，S．（Jl♀．小破）

デ．S，（182♀．小一中破）

デ．S．（1♀．中破）

デ．m．（13？）

r．m．（l S．新鮮・羽化不完全）

デ．S，（1頭）

（●印をつけたものはメス了カムラサ孝の飼育カブのブドウの腐菜にあっまったもの）

A～Dをまとめて周年経過を推定すると；5月中旬～d月上旬のオー化．5月下旬から7月下

旬までは牙二化が羽化するものだろう。牙三化は8月下旬頃から羽化しはじめ、9月下旬頃まで

つづくのかもしれない。はやい経過の牙三化が産卵したのが9月下旬～10月中旬に羽化する牙

四化というのも考えられる。卵から羽化までの完全な飼育もしていないので生育に必要夜日数も

はっきりわからないが．年三国の発生が大部分を占めるのではないかということはいえるだろう

こ化で終るものがあるのか．また四化が部分的にみられるのか．またそれらはどんなふうに担っ

ているのか．などを考えてしらべるべきだと思う。

すっきりしたことがいえないのは資料がた少ないためであって．今後はもつとくわしく．豊富

を資料を樽たいと考えている。

臥　分布資料

分布調査はほとんどしていないが．将来どうしてもしなければならないことなので．レゞままで

の記録をまとめておく。未記録のものはすべてデータを記してあるが．文献より引用のものは文

献番号を記す。

孔．分布記録

1．霧島山：皇子原（r・nlkunl（11））．御地（1955．Ⅶ　デ．substltuta．18，

1955．Ⅶ・4　f、．substltuta23　以上　COll．＆　Poss．田中洋；f・

m土kunl（4）），狭野（1955．鴫．28　で．mlkun⊥1S．r．substltuも孔

18　以上COll．＆Poss．日中韓）、東野町永谷（1955．Ⅶ．28　で．mi．ku－

nlla coll・＆Poss・竹村芳夫氏）．栗野町永谷～粟野岳温泉（1956．Ⅶ．

25　r．mlkuni T谷　Coll．＆　Poss．永仮実氏）．粟野町北平（1968．Ⅶ

21r・mikun土　23　Coll．＆Poss．薬師寺太郎君）

2．姶良郡：粟野町粟野（r・Subst土tuta．（1），1958．Ⅶ．23　f．mlkun⊥　23

才4回昆虫展）．牧園町牧園（1958．Ⅶ・27　f、・Substltutal♀牙4回昆虫

展）．牧園町安楽（1960・V．8　f’．substエtutal♀　Coll．＆Poss櫛‾

下町鉦敏男）t　横川町横川目958．、Ⅶ．ld r・Substltuta．1谷1♀．r．

－　8　－



m土kun土18以上牙4回昆虫展）

5．大口市：不詳（デ．subst土tuta．（7），不詳（デ．m土kunl（2））

4．出水市：不詳（1958．Ⅶ・27　f、．substltutalS．Ⅶ．29　r．subst－・

土tuta．18．f、．m土kun土1♀　以上牙4回昆虫展）

5．出水郡：野田村（1950・Ⅸ・　デ．m⊥kun土1♀　Coll，橋口幸章君，Poss．

橋元紘禰）

6．薩摩郡；宮之城町泊野小学校付近（r・mlkun土（15）），宮之城町泊野～紫尾山頂間（f．

Substltuta＆．r・m土kunl（12）（14）），．祁答院町いむた池（1958．Ⅷ．14

で・m⊥kun土1♀　牙4回昆虫展）

Z　川内市：宮内町（f．m土・kun土．‘‘ぎ．よう産，，（8）（9）ほか）

不詳（f．subst土tuta，（8）（9）．ほか）

8．串木野市：三井（デ．m⊥kun⊥（2））I．冠岳（1958．Ⅶ．d r．subst⊥tuta，

18・オ4回昆虫展）

鼠　日置郡；伊集院町（1958・Ⅶ・20　f、・Subst⊥tutal谷　牙四回昆虫展）金峰

町金峰山（1958．Ⅷ．8　f、．subsも⊥tut孔18　才4回昆虫展）

10．鹿児島市：上荒田町（デ．subst土tuta．友　で．m土kun⊥（1））．寺山（1958．Ⅷ．

5　r．m土kun土18牙4回昆虫展）．青野町（1958．Ⅶ．15　デ．m⊥kurll

l S一身4回昆虫展），城山（1957・Ⅷ・8　f、・m⊥kun⊥18　Coll．長谷忍

君，1958・Ⅶ・19　r・m⊥kun⊥・lお　牙4回昆虫展；1958・Ⅶト24′　デ．

Subst⊥tuta．18，1958・Ⅶ・2　f、．subst土tuta，l♀　以上牙4回昆虫

展），武岡（1958・Ⅶト22　ft∴m⊥kun⊥1♀　Coll・＆　Poss．西村和裕君）

草牟田町（1958・Ⅶ・21　で・Subst土tutal8　才4回昆虫展）．そのほか市

街地・住宅地（薬師町．平之町，西田町など）

11、谷山市：不詳（r・、．＄PPst⊥tuta（1））

12、川辺郡；知覧町西元上別府（f・Subst土もuta＆　r・m⊥kun土（d））．坊津町山口

（r．substltuta（d）

13．枕崎市：折口町（デ．subst土tuta（6））住青町（1960・Ⅹ・10　f’．subsも⊥－

tuta．18．1960．Ⅸ．21　デ．m⊥kun⊥18，以上　Coll　石嶺鈴子．

Poss．川元寿子）

14．指宿市：宮ヶ浜（1956・Ⅶ・28　f、・Subst土tut孔18　C011・田中章・

1958．Ⅶ．5　r．Subst土tuta18　Coユユ．田中葦）．十二町（1959・

Ⅹ．1　f’．sLlbst⊥tutal♀　Coll．＆　Poss．山内園子）

15．国分市：国分（1958．Ⅶ・12　f、・Substltutal8，1958・Ⅶ・20

デ．mlkun⊥18　以上オ4回昆虫展）

16■咄喫郡：志布志町Cr．subst土もuta及r．虹kunl，

一　9　－



r・m土kun土　はまれ（1））、有明町（F．substitut孔＆　デ．mlkun土，デ．ml－

kun土　はまれ自り）．大崎町（デ．mlkun土（5））

17、鹿屋市：鹿屋川岸＝市役所横（r・Substltuta‘‘普通，，，デ．mlkun土‘‘きわめてま

れガ（1（》）

18、肝属都：田代村麓一花瀬間（r・Subst⊥tuta（3j）

19、種子島的

b．文献

（1）福田晴夫（1956）：鹿児島県の煉．SATSUMA　5（3j27

（1957）：牙2回鹿児島県昆虫展に出品された煤類の記録．SATSUMA d（1）

14

（3）　　　一（1958）：大隅半島の蝶類採集報告SATSUMA7t2Jる・

（4J　針員邦生（1956）：高原町御地の殊、ACUTA t3日2－15

（5）上西耕太（1950）：ウスクロコムラサキをとる．こEユ／う′ロチョウ（1）5

腑l櫛下町鉦敏（1950）：薩摩半島南部の蛛（その1）．SATSUMA9（4）14・

（7）町田明哲（1955）

（8J　佐竹新　（1957）

（9「⊥∵－（1957）

（1959）

仙　白水隆　（1958）

は9　角園巣男（19‘57）

0⑳　　‾　一（1957）

SATSUMA

（1958）

：大口市を中心とした伊佐都の輝相．SATSm仏5（り　2

川内市及びその脱で椒紬坤・SATSUMAd（鵠）－5
：川内市及びその周辺の峡相，すみ声がし（1）lh2

：鹿屋市周辺の媒（1）　大隅昆虫報（1）2

：珍煤クロコムラサキ．宮崎高専農林学校校友会学報（25）58－52

；遠蛸墾摘尾山頂問に見られる嫌・牟（㌔）－d
：紫尾山麓（泊野小学校を中心とした一帯）にみられる蝶，

d（㌔日7
：泊野小学校より紫尾山頂間に見られる味．すみをがし　212J

11一一12

個　板野明　日957）；九州の蝶類．梅野昆虫研究所研究報告（4）

－10－



C、分布地図

′南九州のコムラサキ（分布地図）
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Ⅳ．あとがき

○ここには分布は鹿児島県の記録しかあげて夜レも中部九州ト北部九州のことはよく．わからない

が、r．mlkun土は北部山地　中部山地夜どで記録をみるようである。

南九州のコムラサキの分布はまだ醜査がいきと・どいていないが．人間がうえるSaユ⊥Xとふ

かい関係があると思われる。浮島山や高隅山の高地．そのほかの山地でとれたことはすくをい。

鹿児島市の市街地や住宅地の　Saユ1Xのまわりではたくさんみられるのだが。野生のSal土Ⅹ

とどのぐらいの関係があり．人間によってどのようにマムラサキの生活が影響をうけているか．

興味ある課題である。

石川茂樹氏の‘‘私のコン虫記，，（朝日新開二1959年9一月24日）によると．「最近．コム

ラサキも東京のまわりではほとんど見られなくなってしまった。町の中にもあるヤナギヤポプラ

ー11－



が幼虫の食葦だから．大いにふえてもよさそうをものだが．親（チョウ）に凍ってからの住み場

所がをく凍ってしまったのである。コムラサキ結花を好まず．樹液．く害った果実，獣ふ欄な

どに集ってくる。雑木林の減ってゆく昨今．その姿を見かけるのが山間部に限られてしまうのも

遠くはなさそう7㌔」と記されている。

富谷健氏は三河地方の御経験から‘‘原生林や人工林を伐採したあとの草原が．しだいに港木原

化し，川辺ではヤナギ林が形成されてゆく。コムラサキはそのようをところで教を増・九，，とい

うようなことを述べていられる。（住香味1954，　5（24））

2、‘‘煉相の疎通十血三河地方の採集経験から’－．）

南九州ではこれらの地方といくぷん異っているように感じられるが．はつき少したことはまだ

いえをい。ただ、全県下に　Sa1土Ⅹ属は12種が自生している（内藤喬・梶原重盛．1954）

が・小地域別の日録をみると2－3種ぐらいずつしかをhようであるタ採集に出かけてもSa11X

がすくをいということが感じられる。Sa1⊥Xの分布やコムラサキあ分布〔小地域的にも大地域

的にも）をもつとくわしく調査しをければならをレヽ

○場所による　r・Subst⊥tlユta　と　r・m⊥kunl　との割合，ノその計算のしかたは今後の間

堰である。〟感じ，，によると上荒田町でl：1（福田．1956）・薬師町付近では

デ．m⊥kunl　のIに対して　r・Subst土tuta　2．ぐらいである。

デ．mlkun土の分布や　r．Subsも土tuta Lか分布しない地方は夜いかをどの問題もある。

成虫の食物などに鶴垂する問題もある。

そのほかいろいろを問題があるがここではふれない。

コムラサキのように市街地で材料がたくさん碍られる可能性のある妹は．よりかかくの人々に

よって多創軸て研究されたほうがいい。さいわい鹿児島市に蝶の好きを学生が数人いるので1961

年からはグノレーブ研究として遺伝的研究にもとりくむことができそうである。

参　考　分　離

1．江崎悌三・白水隆（1951）：日本の蝶、新昆虫4（9）75－7d

2．林慶二郎r1951）：コムラサキとクロコムラサキ，新昆虫　4日2）21－25

5．林慶rl954）；コムラサキeオオムラサキとゴマダラチョウ．子供の科学

l

一

′

1

1降水白4

2（1）　4る－48

1958）：珍蛛クロコムラサキ，宮崎高等農林学校校友会学報r25）58－52

5．－－　日959）’；原色昆虫大図鑑I〔蝶蛾編〕・北隆館

6．－・原章〔19d O）；原色日本幼虫大図鑑

Vol、工．保育社

Z　高橋鼻弓（1954）：静岡県に於けるク。。ムラサキの分布砂金㌔．新昆虫　7〔10）

54－55　恵イ駿河の昆虫ノ広6，88～94，1954）

8．横山光夫〔1954）：原色日本株類図鑑．保育社′

一　日961・1・d）　　医学部二年

－12－



〔附記〕

櫛下町君による飼育記銀：鹿児島市上荒田町産・19dO T坤・～Ⅴ

Ⅱ．7～8　冬眠からさめた幼虫36亀体色はのち線色にかわる。次に羽化した月日を記すb

r　）内は塙化日。

Ⅳ、22　18r・Subst土もuta．rⅣ、7）．；Ⅳ、251Sf．substltutal rⅣ．

1の；Ⅳ．2618r・Subst土tutarⅣ・12）；Ⅳ．27　58r・Subst土tuta，

，1谷r．m土kun⊥以上JV．13）．18デ．坤土kun⊥rⅣ・14）；Ⅳ・281♀r・Su－

bstltdta，38デ．m土kun⊥r以上Ⅳ．14）；Ⅳ．291♀不完全　デ．subst⊥tu－

tla，2容r・m土kun土r以上Ⅳ∴15）；V．218r・m⊥kunl rⅣ．20），l♀

r・m⊥kun⊥rⅣ・21）；Ⅴ・51♀r．subst⊥tutarⅣ・22）；Ⅴ．5　2♀

r・m土kun土rⅣ・25），Ⅴ・d l♀r・Subst‡tutarJV・26）；Ⅴ・二141♀

デ．subst⊥tutaイⅤ．．1）：

ギヨポクとツマベニチョウの記録

松　本　培　夫

19dO、7月12－16日の5日間　大隅半島l　内之浦よりさらに奥に入った舟間に採集に

行った既植物採集の片手間に見開した車…・就中l＿ツマベニチョウのことについて何か参考に

、なればと思いたち、頁埋めにすぎませんが．記してかきますb

今手許に舟間地方の地図が夜いため正確を地図ではありませんがこの地方の概略を書けば下の

が多く，水は冷えきっていますが）の附近

－13－

図のようになります。

赤インクで囲まれた㊧⑳

◎がツマベニを採集また

は見掛けた所でご＝ニ－

前者は遺，後者は川にな

っていま・九

〇まずツマべこをみかけ

た場所の様子の特徴を列

記してみ増すと、

工、いづれも川．（とい

ってもこの地方は海にそ

のまま追っている地形で

すからすべて谷川の清流



Ⅱ．したがって木のうつそうと繁茂した除湿地であることでLも　これでもってツマベェーの魯梗

・地をサ概に決定するわけにはいか凄いのですが．季節的を関係があったためかこれらの以外に

全然見かけていません，をか．このチョウの幼虫が食するギヨポクの生育地が元来こういった所

にはえる繍係でその近くに飛来してくるのかもしれません。

例えば、◎地点払近くに大きをWater　紬止　があり．渓流が近くにある場所でし旅し，

叉．うまのすずくさがかをクある上に㍉ジヤコウアゲノ、はひっきりなしといってよい程みかけま

した。　◎点は．①地点の下流にあたり小さ二を発電所があるような所で．ことでギヨポクについ

ているJ幼虫2匹が発見されましたが．′・5C眈程のかをり大きな奴と．lc雌のモ／シロチョウ

にそっくりの幼虫でし怒〔この幼虫は大学に持ち帰えられてしばらく飼育されましたが残念を

がら死んだ由で生育記録紋ありません〕0こと伽もl・一勢ことに気づいたのですが・このギヨポ

ク払　フウチョウソウ科に属する植物で．シロチョウ科の昆虫が食する了プラナ科に最も近縁を

もので．やはりなにか関係かありそう夜気がしました。

舟間分校の校長先生の話では．ギヨポクはあまりをいという話で．私がギヨポクをみかけたのはこ

の谷のギヨポクだけでした。将を射んと思えばまづ属を射よとか．もしツ・マベ蔓の幼虫が欲しい人

があったら．まづ土地の人にそのあり場所を開いて出かけられると一石二鳥ということもあ少そう

です。◎点．ここはかなり顔ハ谷で谷川の流がどうどうと音を立てて山々にひびき不気味を程で

したが、ここで軋　2－5匹飛びかうのをちらとみただけで、手にとどくよ・う凍チョウは－．匹もい

ませんでした。

以上　ただ過少すがクの者が耶次席的に意気負いむしでみただけの車を書きましたが．ただ次の事は

この地方では断首できるのではをいかと思われます。すなわち

l）ツマベニはどうも生接地がかぎられている傾向がある。

2）食草一一ギヨポクの生育場所をつきとめる必業が、採集上には不可決のよう危

なか、ギヨポクは亜熱帯性植物のため　こちらに持ってさても温室内で夜仏と冬は越せない模様で

すがt　との植物の標本を作られる方吼採集したらすぐさま．フォルマリ／を葉柄にふりかけてお

くと．某がばらばらに凍らず割合きれいを標本ができるようで御奨しま・九

r　文理学部　三年）－

ベニシール㍉「の｛飼育観象－・

0飼育経過

芽柊令幼虫2頭、4命幼虫1頭採集柊令幼虫3執　3㌧4令幼虫5頭l～2令才　幼虫石頭採免

㌢前針旗化一一存靴璃）
ー14－
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輝掛彗靴巧浄…不完封
隼前掛1鵠囁化一㌔羽化r♀）

1㍍クク→1ラちクク→9／；ク〃♀

1％クク→1鵠ク〃→㌔〃クrS超ヂ

1㌔ク〃→1笑．∵輝や亘一つは欄侶’

1％クク→1％クク→鵠〃クr2♀）

捗言1ヶク→％クク空）

衆ク一％クク→鴇ク川谷租）

鵠〃ク→2％ク〃→1クク用）

鵠〃ク→2％〃ク→1％ククr♀）

墨ク〃→2％ふ1障子r♀）
バクク→鵠ク〃→2　〃クは赤卸

先クク一％〃〃・→顎〃〃摘）

岩船幼虫一頭採軒2％前軒2時化一％羽化は）

霊終令幼虫憎採集ナ2‰囁化（越冬中）

華：幼虫の項参乳r幼虫の採集地は鹿児島市鴨池町鹿大の校内のギシギシとスイバで採集した

ものですも

0幼虫について

幼虫に縁塾と痍型の2タイプがあり．緑型は初令から磨令咋至るまで体色は緑色であるのに対

し．赤型というのは背中線と両側の気門にそって赤紫色の条が参るもののことである。

この原因は食草によるものではないだろうかと思って、食草を紫色の葉を与えてみたが何の変

化もなかった。後で福田晴夫先生の話によると食草には関係はないらしいとりうことでした。ノこ

の原因は何か？

このこ型の幼虫には生長速凰　食性、行動等には今までの飼育観察の結果相違点は希いようで

す。

野外にかいて幼虫はスイバよりもギシギシの方にはるかに多く見出されるようですb

O桶について

蠣化した初めの内は線型は全体的に緑黄色を呈しているが、しばらくすると灰黒色の地肌とを

ー15－



ってくる。

赤型は幼虫の時と同じく背中縁と両側の赤紫色の条は疇化した初めの内は．淡い赤紫色を呈し

全体的にみて様型よりも明るいr黄色の鞄ハ）黄縁色をしている。しかし端化が進むにつれて殆

んど全く線型の桶と区別できなくなる。叉塙は赤型の方がヅンクリ型を士ているようセすふ

0成虫について

上記の飼育経過を今ていただけばわかるかと思うが．‘赤塾のものからはおだけ羽化しておりt

縁型の方からは谷と♀が羽化しております。上記の飼育結勅ゝ・ら判験すると畠の幼虫には赤型と

縁の2つのタイプがあり．♀の幼虫は縁塾のタイプのみとをるが．、しかし今のをころこれのみで

判断するのはどうかと思う。今後も注意していきたいと思う。

0越冬態について

12月中旬頃まで成虫を見受け．この頃幼虫も採食中だし㍉叉賂あり　‰終呑幼虫Coll

→鞄軌となると越冬鮎か奇拍ち鍋では紬かとノ苧う？S聖叫・Vo－・Ⅴ・必5・
オ14号鹿児島県の蝶参月も

0幼虫の食性について

幼虫はギシギγをスイバr冬杖紫色の葉が多い）よりも好んで食べる。

若令の間は菜轟から表の表皮を残して葉肉のみを食べて．円に近ム食鎚を残している。4～5令

となると兼の外側の方から表皮を残さずに葉脈までも食べて、不定形の食痕を残す。だから幼虫

を採集する時は食痕をみれば賃がしやすい。

∩参考までに成虫の採集記録を上げてかきます。

川辺郡川辺町宮．1959・8．5　rlお）；松崎、1959・8．，．5日谷．1♀）；　指

宿郡頴娃町千掛平1960・7・30日♀）；枕崎市塵籠原1950．7．16　日♀）一．

快）11山崎道子さん；日置郡市来町赤崎1951「・3・ll rl81♀新鮮）；鹿児島市

鴨池町鹿大校内19dO・3・29rl a），1950．5．20　摘撃2回臼の発生だろう）

1960・9・4　rl容）．1960・Xト　27　rl谷）；霧島山大浪池1960・7．12

日♀）11960㌧7、・13rlS）；姶良郡粟野町粟野温泉－カツワ林入口1950・7

3r28）；鹿屋市高隈町釦～大箆柄登山口．1958∴云・†？rla）〔未記録〕；肝

付郡大根占町大根占一甲代・1958・8・7日頭自撃）〔未記録）；

ト960・12・51記　　　　r　尭学部2、年．）

『コ鹿児島県産セセリチョウ2種の録集記録』

櫛下町　鉦　敏

（1）Pelop土dasコanSOnls BUTLEB1878　ミヤマテヤバネセセリ

0肝付都横山町横尾岳1958・5・1イ】頭少破）

0鹿屋市高隕町上古園～大野平r鉄山僑～土隆）1960・4・2　r231♀新鮮他に2頭目

撃）
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0鹿屋市高隈町重田から例のスギクニルリシジミの産地へ行く途中の左側の小さを杉林で

1960・4・5日容新鮮他に2頭目撃）

0姶良郡牧園町安楽一嘉例川196ロ．5．8rl8中破）

（2，0chlodes ochracea rikuchina BUTLER1878　ヒメキマタラセセリ

0姶良郡粟野町粟野温泉～カツワ林入口1950・7・5日81♀新鮮）

0鹿屋市高隕町重田1958．も．18日お）

0　ク　　〃　重田一大箆柄1958．5・15（2頭）

0　〝．上祓川一御岳　　　1958・7・29　r3頭）

0　ク　　ク　　　クー大箆柄1959・8．28　r幼虫多数）

0鹿屋市浦～小屋谷1958・7・21目頭）

0垂水市大野平バス停留所一鹿大演習林事務所1959．8．29　日82♀）

○　〃　　　　　ク　　　ー鹿屋市高隈町上古園1959・8．29〔58）

0姶良郡牧園町安楽r新川渓谷）19．60・Ⅴ・8　rl S）

〔1950・12・30書）　農学部二年

虫　に　無　蘭　係　な　こ　と

堀　田　宗　港

夏休みも八月太残りわずかになって．さてこれから何をして過ごそうかと考え．急に決心して

中学時代の同窓五人それに，小学生になる弟と六人で．九重から阿蘇に登ってt　帰りの汽車での

事です。一寸したことで．全くばかげた失敗をやらかしました。これをお話しする前にみなさん

の注意力の程を拝見致Lです。というのは汽車の切符をデノミ－トのビューローで買った場合と駅

の窓口で買った時形が異ってるのにお気付だったでしょうかb　ビューローで買うと学割なら端を

三角に少し切除して学割番号を嘉に書いてくれますも子供切符はそのまゝの長方形で「小」と赤

く書いています。

ところが駅の窓口で買うと逆に、子供切符は端を三角に切除し．学割券はそのまゝで「学」と育

書きしてあります。でも子供のは何も書いて夜わのです。

この両方の切符．一寸注意したらすぐ区別できるのに僕の様にあわて者は間適ハもやりかねない

のです。

行く時にはそれぞれビューローで切符を求めました。それで僕は弟の子供切符と二枚買ったんで

すがこれは一日ですぐ区別出来でした。別にあわててもい貴かったし・‥日。豊後中村より九重に

登り、山の景観を充分味わい．帰りは．阿蘇に登るために、避肥線竹田駅に出てt　竹田駅で長崎

頂での帰りの切符を買ったんですが．登山シーズニ／を過ぎた′訓こ駅の混乱することすさまじく、

ホームでは．ベルが鳴り出します。「間もなく．2番線能本行が発車致しです。お乗り－のか方は

－17－



卦急ぎ下亨い。」

僕は二枚買った切符をよく兄もLLをいて、弟に渡します。改札口の媒∴人事と「そん奇にあわ

てんで」と言ってカチッと切ります。やつと列車に飛び乗り切符のことはすっかり忘れてしまっ

た。

大きく広がる阿蘇の外輪山の中を汽車はのろのろ走る。やつと宮地駅に着いたのが午後三時l　こ

れから仙永狭まで二時間は歩かされる。「あゝ夕飯にありっけるのは六時か　つらいを」

「オイあのトウキピを少しもらおう」

将来先生の卵たるG薯が誰となくつぶやいたかと思うと．リュックをおいて弟の正坊をつれてト

ウキビ畑に入って行った。突然三十メートル余り先の畑からビカット何か光るヤものすどい声

「コラーツ」腹は空いてでも逃げ足の早いこと、百メートル十二秒くらいで飛んで行く、「ワッ

バッハ…・・…」後方で愉快そうにオヤジが笑い出した。夕日に頭がピカピカ光る。余程逃げ方が

面白かったらしい．卜さク靴にリツクをしよっで…‥。それでもG君はちゃんと両手に獲物をぶら

下げていた。

ところがこのトウキビ、ほんのり香を放てども未だ熱して貴くて食べられ夜い。G君はやつ気に

なり一人で八本共食ってしまった。’

「オィ．正坊切符は持ってるか」

山を下りる時になりふと思い出して聞いてみた。

「アツ」　胸ポケットをしきりに操がすが出てこないらしい。

「ホレ、みろ／神風　ホトケ様、アマノタテホコ、ナンジヤモンジヤの神だってトウキビかつぼ

りは許し給わぬぞ．爺さんに追跡されてころんだとき飛び出したんだろう。八本三百八十円のト

ウキどれ　高いこと。」

「さて、伺かいい策はないものが～っまり．そう‥・‥・」

「そうだl正坊．俺のリュックに入れ．かついで汽車に乗る。長崎まで、網棚でがまんさせる」

G君は自信ありそうに断言した。

「そもそも末は教師たらむ者がだれ　4、学生を誘惑するとは何たることか－」K君が反対したし、

僕寺もこれには賛成しかねた。仕方がないので坊中から子供一枚買った。改切は当然なんてこと

もないはずだった。間もなく車内検査．僕の切符を見て車掌が変を顔をしている。「これは子供

切符ですよ。端が切ってあるでしよう」まさかt　そんなはずが．他の者と比べてみるとなる橿僕

の．それに弟の切符は同じ様に端を切ってある0

「でも車掌さん．これはちゃんと学割で買うたんですよ．余り混雑してたので駅員が二枚共切っ

たんでしょう0」竹日野で弟に堆L阿巌で失くしてし漂った切符がはたして端を切ってたかどう

か忘れたし　もし間違うて弟に学割券を渡したとすれば改札口で切ると－きに判ってたはずだム

子供券を待ってた僕を見のがすわけはをレも　この車掌と同税ノこ・‥‥・・‥。

間もなく熊本水着寺駅

－‾1．8－－



「オィ．水善寺公園のプール∴　転々落しに行かをいかい？」S君が医学部生らしく言う。

さすがに衛生観念が発達していること。文、改札口で僕の切符はつかせる。どうも僕達の人相が

よくをいので半額乗車と思ったのか．発売した竹田駅まで電話すると言い出した。「えゝ．いい

ですよ．ちゃんと学割で払ったんですから」

十分．十五分をかをか電話が通じをいb

どうも判らないt　竹田駅で買って宮地駅r坊中の一つ前）で下車して．阿蘇に登り、ここで弟の

切符を失くし坊中で買った。ここまでは改札口でも何事もをかったんだから。

「もしもし．竹田駅ですれ　今日ですね、そちらの駅から長崎までの切符をですね　エツ．ハ

イ．長嶋，何放出ましたか。六枚ですね，その中五枚が単軌　子供が一枚ですね、潤遠いありま

せんね。はこいどうも」

「長崎まで昨日は苦慮六枚しか出ていをレつのでた主かにお金は正当に支払ったことはわかりま

した。どうも子供さんに学割の切符を渡されたんじゃをいんですか？もう一度電話してみます」

「もしもし．さつきの件ですが、子供切符は何番が出てますか　O d Ol　学割は　0502，

0603，0504，0605．050dlはいわかりました。どうも」

「さて皆さんの切符の裏面番号を拝見、なる程t　この切符　Od Ol　これが子供だというのは

間違い希いでしょう。ヤはカ学割の　0502　番がないでしょう。とれをあなたは失くされた

だから、弟きんの持ってたのが学割だったんですよ。」 どうもこうまで理論実証され

たらケチのつけようが夜漬そうたか・‥…‥そうだ／「紘レヽわかり壊した。学割切符を失くしね

ところでその番号もわかってるし学割も駅にあるんですから．この子供券は一枚返して．もう一

度学割の再発行が原えるんでしょうね」

「残念ですけど、匹敵00条によりますと・…‥」又こちこちの鉄則でくる．「・‥・‥よりますとで

すよ、切符を失くされたときには　もう一度お金を支払っていたゞいて代りにこれくらいの大き

きの切符を出します。もし－年以内に失くしたのが見つかったら、そのお金を払／1もどすことに

なってます」両手で大きを切符の形を作ってみせる．二倍払うんだから今度は大きい切符をもら

えるってわけか」

しかし、一寸考えてもばからしい・だいたい切符を号の辺の人射てつく，所に落すのはまれ危
rl・・・1　　　　　　　　　　　　　　．　　　　・－・．　　　　　　　．　亀

彼はまだ続けて言う。

「ですから、貴方の場合．子供の金額を払ってるので残る半額出していただければよ卑しい」

rそんをばかばかしいことが出来ますかい．何としてもこれ以上硝せずに、総点まで行ってみせ
ぎ

ますぞ．長崎駅舶日当泡乱するので竹軋　宮地駅のよう1に気付かれないだろう。．」わらつら考
t

えて言う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

「実は今．山からの帰りでガマロはカラッポなんです、それで終点で支払いますから」

かくして．不愉快な麹を縮ナる。……‥

！

これから先．はたしてさ　どうなりましたことやら0想像にお宮かせ致します。　．
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しかし少し考えていたゞきたい次牙です。これで一番悪いのはだれでしようカも正坊が切符を失

くしたのは別として、注意力散漫を駅員、最初の改札の時気付ハてくれたら僕が子供切符だこと

を事前に判ったろう。それにしゃくだったのは我々乗客に無力をる国鉄の規則とか何とかだった。

r　農学部三年）

㌔㍉編　　集　，後　　記

積極的に投稿をかねがいしなかったためオ＼貧弱をものになりました。

先輩が　LEBEN　を出してから5年め．それ以前の生研の会報をみてみると．どうしてもこ

こでつぶすわけにはいきません。

生物の研究を部としてまと・まってできなかったことは残念ですがt　これから　LE‾BEN　も

4号．5号…‥‥‥とつづけられていくことを期待して編集の責任をはたすことにします。

いま、‘‘生研会報，，r‘1952．氾）．〟生物展，，r説明書．1954，梵），‘‘生研月報”

rl956．Ⅶ），〟LEBEN，，ノ広1．日958、氾），〟LEBEN”瓜2．日9591氾）

をみ讃したが．多数の方から玉稿をいただけなかったことが心残りで九　　r H・T．）

LEBEN　　　牙　5　号

鹿児島大学生物研究会会誌
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